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戦闘機墜落の戦禍伝える   むかし話の看板設置 

武儀のむかし話伝説ロマンウォーク会が、中之保地域にある戦闘

機の墜落地点の石碑の横に、当時の様子を伝えるむかし話の看板を

設置しました。会長の丹羽さんは「多くの人に語り継いでいってほし

い」と話されました。 

太平洋戦争中に旧日本陸軍の戦闘機「飛燕」に搭乗した北村幸

男少尉は１９４５年２月１２日、米軍機Ｂ２９を迎撃し、機体から脱出す

るもパラシュートが開かず、中之保温井地内に落下し亡くなりました。 

看板の参考資料になった、墜落の様子を目撃した地域住民のお話

は武儀のむかし話伝説ロマンウォークの会が発行した「武儀の語り草 

昭和・平成編」に収録されています。 

▲酒井能道さん画 
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津保川中学生が一年間の学びと感謝を伝える！ 

文化交流会開催！ 

２月１３日（水）武儀生涯学習センター多目的ホールにて、津保川

中学校による文化交流会が行われました。 

１年生はまず合唱「大切なもの」を披露。そのあと宿泊研修で協

力したことや、合唱の練習を通じて学んだことを発表し、最後に合唱

「君をのせて」を披露しました。 

２年生は「阿納研修」や「職場体験」、「体育祭」などで学んだこ

とを劇も交えながら発表を行いました。最後に合唱「My Own 

Road ～僕が創る明日～」を披露しました。 

どちらの学年も１年を通じて自身が成長した姿や、地域への感謝

の気持ちが伝わる発表となりました。 

３年生は学級閉鎖により、別日に中学校にて発表を行いました。 

 

▲宿泊研修についての発表 

 

▲１年生による合唱 

 

▲体育祭についての発表 

 

▲職場体験についての発表 

 

▲２年生による合唱 
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「くらしのカレンダー」発行を 1か月早めました！ 

自治会武儀支部で作成しています「くらしのカレンダー」は、地域の多くの皆様に活用

していただいており大切な事業活動の一つになっています。 

令和７年度まではお手元に届くのが３月末から４月初めとなっており、自治会長会で、

もう１か月早く発行できないかというご意見をいただきました。そこで今年度から２月末

発行を目指し取り組みを開始。保育園・小中学校・行政・NPO 法人日本平成村等多くの関

係機関の皆様にご協力をいただいて、２月末発行に切り替えることができました。 

月々のページを楽しませてくれるのは、津保川中学

校の生徒さんの美術作品です。思わず微笑んでしまう

ような楽しい作品も掲載されています。 

 

 

《確定申告・市県民税申告の受付が始まっています》 

◎受付期間 ： ３月１６日（月）まで（土日、祝日を除く） 

◎受付時間 ： 午前９時から午前１１時３０分・午後１時から午後４時３０分 

◎受付場所 ： 武儀事務所 1階 

※関市役所や他の地域事務所でも受付しています。 

また、マーゴ本館４階特設会場において、上記と同じ期間にマイナンバーカードを利用したスマ

ホ申告の受付を行っています。（ＬＩＮＥ予約か入場整理券（当日券）が必要） 

【マイナンバーカードを利用して自宅からスマホで申告ができます】 

こんなメリットが！！ 

・自宅でできる 

・２４時間利用可能 

・還付申告の場合、早期に還付される（３週間程度かかります） 

ご不明な点は、武儀事務所にお問い合わせください。＜℡４９－２１２１＞ 

 

 

追加購入できます！ 

値 段 ： １部３００円 

 ： 武儀生涯学習センター 
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1 むげ川こども食堂視察研修を開催 

令和 7 年 12 月 24 日に、むげ川こども食堂の取り組みを研修してきました。参加者は、支部社

協たより 11月号で公募したところ、研修参加を申し込まれた７名です。 

むげ川こども食堂は、地域内の小学生を対象に、むげ川道の駅で平成 29年から取り組まれてお

り、案内のチラシを作って地域内の小学校にお願いし、参加を募ります。応募多数のため先着 40

名です。午後５時から７時まで開催され、参加料（食費）は百円です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

開催のテーマは「おいしい食事をしながら、おしゃべりし、宿題を教えあいながら、わいわい

と楽しい時間を過ごしましょう」です。当日は、食事の後、餅花をカラー粘土で作る工作があり、

こどもたちは、思い思いに工夫して餅花づくりを楽しんでいました。 

最初は、ボランティアが中心となり開催していましたが、年々お手伝いの方が減り、現在では、

民生委員児童委員が中心になってこども食堂を運営しています。送迎は保護者が行い、食事につ

いて、アレルギー対応はしていないので、当日のメニューに心配のある方は要相談とのことでし

た。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部社協たより 関市社会福祉協議会武儀支部 

  関市中之保 5443番地 

  武儀福祉センター内 

電話 090-2574-7996 

（月・水・金の 9時から 15時まで） 

▲道の駅の厨房スタッフや 

民生委員等による配膳の様子 

▲餅花づくりの説明 

▲代表者（左奥）から 

受講中の様子 

▲当日の、揚げ物やサラダの

ついた豪華なカレー 
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なお、こども食堂の継続の秘訣は、できるだけ仕事を分担して、運営側の各自の、特に中心人

物の負担を少なくすることで、往々にして、中心人物が手を引くと継続できなくなるケースが多

いとのことでした。現状の問題点は資金面だそうです。 

当日は、クリスマスイブで、お菓子の入った小さな長靴のクリスマスプレゼントも用意され、

こどもたちはニコニコしながら帰りました。 

研修を受けた我々もカラーライスやクリスマスプレゼントをいただくとともに、餅花づくりも

体験させていただきました。紙面をお借りしまして厚くお礼申し上げます。 

当支部でも、こども食堂の開催を検討したいと思います。興味のある方はご一報ください。一

緒に実施に向けて相談しましょう。 

 なお、お忙しい中で、研修に参加くださいました 7名の皆さまにお礼申し上げます。 

 

＜研修後記＞ 

むげ川こども食堂の代表者は澤井さんで、福祉活動に長期間に渡って、心を込めて尽力

されている方です。印象に残った言葉は、下線部分で、運営側が仕事を分担することはと

ても大切なことだと思いました。ふれあい・いきいきサロン等各種のボランティア活動の

運営にも活かしていきたいことだと思います。 

 

２ 配食ボランティアを募集しています 

社会福祉協議会武儀支部の活動として、75 歳以上の一人暮らしの方で、申請された方を対象に、

見守りを目的として、無料で毎月 1回の弁当の配食サービスを行っています。 

配食サービスを受ける方は年々増加傾向にありますが、弁当を作ったり、弁当を配ったりして

くださるボランティアの方が少なくて困っています。 

弁当の配食を受けている方は、その日をとても楽しみにして待っていてくださいます。これか

らも、笑顔と美味しい弁当をお届けしていきたいと考えておりますので、配食ボランティアとし

て活動していただける方を募集しています。 

ご協力いただけそうな方は、武儀支部社協までご連絡ください。その折に条件面の詳細をお伝

えします。（少額ながら、配達のためのガソリン代があります。） 

なお、武儀地域にお住まいの 75歳以上の一人暮らしの方で、新たに弁当の配食を受けたいと思

われる方は、地域の民生委員や福祉委員にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      配食時の様子 
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素敵なイラストをありがとうございました！川島京子さん作品紹介 

 

平成３１年2月号から令和７年１２月号まで、川島京子さんがＮＰＯ通信に描いてくださった

絵はがきの一部を紹介いたします。川島さん、これまでありがとうございました！ 

令和８年１月号からは酒井能道さんが絵を描いてくださっています。これからもよろしくお願

いいたします！ 
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武儀地域の方によるオススメ本紹介 VOL.8 

「僕らの空は群青色」は、過去の出来事から心を閉ざしてしまった白井

恒と、どこか影を抱えた遠坂渡の出合いから始まる青春小説です。 

穏やかな日常の中で友情を深めていく時、渡には彼のせいで３年も意

識が戻らず寝たきりの義姉がいることを知ります。罪の意識を頑なに抱く渡

は、恒に出合って光差すほうに歩み始めるけど、ある日予期せぬ悲劇が渡

をおそって、、、。 

この本は、悲しみや後悔を抱えながらも、人とのつながりの中で少しずつ

前に進んでいけることを教えくれます。読み終えたあと、きっと大切な人の

存在や自分自身の気持ちを見つめ直したくなる、心に残る一冊です。 

富之保在住  ペンネーム  蓮乙  １３歳 

拾得物の保管について 

学習センターでお預かりしている拾得物

（貴重品を除く）のうち、保管期間が過ぎてい

るものは令和8年３月３１日（火）を目途に処

分いたします。お心当たりのある方はご確認

をお願いいたします。 

３月休館日のお知らせ 
日 月 火 水 木 金 土 
1 2 3 4 5 6 7 
 休館日      
8 9 10 11 12 13 14 
 休館日      

15 16 17 18 19 20 21 
 休館日      

22 23 24 25 26 27 28 
 休館日      

29 30 31     
 休館日      

 

お名前 西部 さく 君 

性 別 男の子 

生れ月 １２月 

地 域 富之保 

 父 剛希さん  母 紅葉さん 

 

☆お子様へのメッセージ☆ 

 生まれてきてくれてありがとう 

 元気に、すくすく大きくなあれ♡ 

武儀にかわいい仲間が増えました 

「僕らの空は群青色」 

砂川  雨路（著） 


